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川本 芳･平井啓久 ･郷 FJf広l)･小山紅樹3)
アフリカ地域研死rZ料センターとの共同研
死で､マダガスカル.Qに生息する原拾掛 こ関する
閃光を進めている｡絢郡のペレンティ保吉男区に生
息する原綾類の地色体･分子変児の検索を行って
いる｡また､チンバザザ勤抽物同との非同研究も
進めている｡
E)ツパイ類の集団遺伝学的研究
川本 芳 ･庄武孝義
今年度はタイのマレー半島部のコモンツパ
イから得た試料を処中的に分析した｡ミトコンド
リアDNAのCO2コード街域の塩基配列比較をお
こない､コモンツバイに2系統あること.地理的
分布が定説に矛盾することを発見した｡
F)サバンナモンキ-の集団遺伝学的研究
嶋田 誠4)･庄武孝義
サバンナモンキーの地域集団間 ･亜種間分
化についてミトコンドリアDNAを指標に研究を
行っている｡aethJ'ops亜種内で発見されていた､
ミトコンドリアDNAのハブログループ間の分子
系統的な差先は亜種間変兄の差兄に匹敵する､と
いう途中経過を学会発表した｡
G)家畜化現象と家畜系統史の研究
庄武草花 ･川本 芳
在来家畜とそれらの野生原棚の野外調査に
よって､家畜化現象そのものの央田近伝学的解明
と各種家畜の集団間近伝分化､系統的相互関係の
解明を行いつつある｡今年度は共同利用研究会gT,
28回ホミニゼ-ション研究会 ｢人間と家畜｣を開
催した｡
H)霊長籾の地色体進化に関する分子細胞迫伝学
的研死
平井啓久
ヒト上科のrDNAとβ-サテラトDNAのゲ
ノム内分布のデータに､正確なゴリラのデータを
1)大学院生 2)COE研究支援推進員
3)京大アフリカ地域研究資料センタ-
4)COE非常勤研究員
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